
　２月11日、雪が降りしきる中、神様を迎える巫

女の舞、ふんどし姿の鬼衆の五穀豊穣を願う踊

りが披露されました。

「小谷版小さな拠点」の構築に向けて⑥‥‥‥‥‥２

白馬高等学校レポートチャンネル‥‥‥‥‥４・５

白馬山麓清掃センターへごみを

直接持ち込む方法が変わります‥‥‥‥‥‥‥‥６

爽快感満載!!ゲレンデを“雪上自転車”

（ファットバイク）で走ってみました‥‥‥‥‥‥10

スキーの中学・高校　全国大会出場おめでとう！‥11

当世おたりの若者 ～ing‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12

大網雪と火の祭り

3
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特産推進室特産推進係　電話８２‐２５８９

■20歳以上の全村民を対象にアンケート調査を行い、住民のニーズを把握・分析する事で、将

来の小谷村に必要となる支援等の仕組みやサービスを検討してきました。

■人口減少が進む中で、住民の利便性の向上や効率的なサービス提供、異業種間の情報共有な

どをICT（情報通信技術）技術を最大限に活用する仕組みを検討してきました。

・タブレット実証実験（テレビ電話、買い物、情報共有、音声入力、見守り）

■小谷村で将来提供する仕組みやサービスを検討するため、先進的に取り組んでいる団体等

に直接伺い、取組の経緯や仕組みについて勉強してきました。

・医療と福祉の情報連携の手法や仕組み（情報通信技術の活用　など）

・生活支援サービスの手法や仕組み（介護保険制度の狭間にいる高齢者の支援、自家用有償

運送、日常の困り事支援、地域互助による高齢者・子育て支援、障がい者の地域内雇用の

仕組み　など）

　本年度「おたり54（ごし）プロジェクト協議会」では、国の地方創生予算を活用し「小谷

村（５４集落）で安心して住み続けるための仕組み」作りに取り組んで来ました。

これまでの『おたり54プロジェクト協議会』の活動内容

　本年３月末に向けて、「おたり54プロジェクト協議会」では「小谷村（54集落）で安心して

住み続けるための仕組み」の全体計画を策定していきます。

　小谷村の重点課題の１つとして、「おたり54プロジェクト協議会」により本年度策定する全

体計画の具現化に取り組みます。

　多くの村民の皆様にも実際にご参加いただく場面や、アンケート調査も実施していきたい

と考えております。ご自身の生活にも関わる内容となりますので、ご協力をお願いいたします。

平成29年度以降の予定

 小さな拠点 
設立検討

生活支援
サービス検討

地域公共
交通再編検討

・拠点の直営事業、連携

事業の検討（連携体制）

・拠点での福祉関連事業

と収益事業の事業計画

・サービスを提供する複

合施設の検討　他

・生活支援サービス（福

祉・買い物・子育て等）

の拡充に向けた検討

・村内の介護保険、介護

保険外サービスの再編

検討　他

・村内交通サービスの現

状把握

・公共交通の在り方検討

・自家用有償旅客輸送等

新たな仕組み検討　他

開催日

①10/17②12/27③2/3④2/9

開催日

①10/28②2/13

開催日

①11/28②2/27

ワーキング・グループ（ＷＧ） 合同ＷＧ　10/4開催　37名参加

開催日

①6/30②8/24③12/16④2/21

開催日

①6/30②9/6③12/27④2/21

協議会委員　６名 　幹事会　15名　

おたり54プロジェクト協議会　検討経過
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vol.25
12

　Japan is one of my dream place to be. Having the opportunity to work here is such a dream come true. I am 

Antonette Jan Murphy but you can call me “Jan” it's my Japanese nickname, but I have my Filipino 

nickname too “Tonet” so, I will give you the freedom to choose which nickname you want to call me. The 

place where I came from is a Tropical Country and I`m from one of its thousands of beautiful islands in the 

Philippines called Negros Island and I Island my hometown “Bacolod City” known to be as the City of Smiles. 

I finished my four years Bachelor Degree as an English teacher and last September 2016 I had an Examination 

for my License as a Teacher and after almost 3 months of waiting for the result I passed it. 

　Now I am here In Otari Village to teach and share my love for teaching. I work as an English teacher in 

Kindergarten, Elementary and Junior High. With Kindergarten, I have an Australian partner we teach kids 

through songs and games in English. While in Elementary I teach 2nd and 5th grade I prepare activities and 

new English words to learn each week and I make sure that kids are learning in a fun and exciting way. And 

with Junior High students I work with an Australian and our goal here is to make the students learn English 

through conversation so we prepare some topics and games that will  help them improve their English 

Conversation Skills. I want to help my students to be motivated and comfortable in speaking English with ease 

and confident. Every Tuesday of the week I also give private lesson with some of the Village officers we learn 

the English grammar and we applied it through speaking activities to enhance their conversational skills. 

　I am happy with my work as an English teacher in Otari Village. I`m not only teaching but, I am also 

learning a lot of things and I get chance to know more about Japanese culture. Each day I spent here in Otari 

village is also a given chance for me to help kids to learn the English language and also to get to know more 

people who somehow inspires me to do the best that I can not only for teaching but in every aspect, that I can 

offer my help for the people of Otari Village. It will be a long Journey for me but I look it in a positive way that 

my purpose of coming here will be worth it.
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インド大学生との交流
　インドの大学生28名が来校し、交流会が行われま

した。午前半日の日程で、授業参加や日本の伝統文化

の体験を行い、本校生徒と交流しました。２時間目

は、柔道・書道・弓道の各班に分かれ、それぞれの体

験を行いました。３時間目は、コミュニケーション英

語Ⅱの選択者と一緒に「いろはカルタ」を体験しまし

た。日本語や文化を学んでいるとのことで、大変興味

を持って体験していました。

　４時間目は、国際観光科１年生が交流会を計画し、

それぞれのブースに分かれ、けん玉や百人一首で交流

を行いました。昼食時には、インドと日本のお茶をそ

れぞれ試飲しました。昼食後、本校生徒に見送られ、

名残惜しそうに次の訪問場所に向け出発しました。

BST (British School in Tokyo) との交流
　11月21日に白馬高校の姉妹校である British 

School in Tokyo（東京都）へ国際観光科の20名

が出かけていき、交流しました。ＢＳＴでは実

際に英語で行われている授業に参加させてい

ただきました。しかし、授業が全て英語だった

ので何を言っているのか理解するのが大変で

した。それでも、授業に参加した時にクラスの

子が話しかけに来てくれた時に、自分の拙い

英語でもコミュニケーション出来たことが嬉

しかったです。　　 　(１年Ｂ組　井上　梓)

ＢＳＴの授業に参加
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柳家圭花さんのグローバル講演会
『私の生い立ちと、落語との出会い』

　11月22日の６限に、グローバル講演会が本校で開かれました。

今回は今までとは趣向を変えて地元出身の落語家、柳家圭花さん

を招き、「私の生い立ちと落語との出会い」と題して、夢に向かっ

て努力することの大切さを語って頂きました。サラリーマン時

代、それまで全く興味がなかった落語にはまり、安定した職業を

捨て落語界に飛び込んだお話は、生徒たちに自身を振り返って人

生を考える良い機会になったと思います。

　11月25日から「総合学習」の授

業において、資格取得を目指した

学習を開始しました。漢字検定、

TOEIC Bridge、数学検定、秘書検

定、日本語ワープロ検定、情報処

理検定などの中から、それぞれ自

分の進路実現に役立つものを選

択しました。今まで、各自で学習

してこれらの検定に挑んできた

生徒も多いのですが、この時間で

は、仲間とともに協力し、競い合

いながら学習することで、２月や

次年度の春の検定にみんなで合

格することを目指します。

スキー・スノーボード教室
　本校恒例のスキー・スノーボード教室が、１月18日～20日の

３日間、白馬さのさかスキー場を会場に今年度も無事に開催

することが出来ました。雪不足が心配されましたが、当日は素

晴らしいコンディションでのスキー教室となりました。

　３日間、好天にも恵まれたすばらしい環境の中で、冬の厳し

さを感じつつもウインタースポーツの楽しさを実感しなが

ら、インストラクターの皆さんの丁寧な指導のもと、安全で楽

しく充実した講習を行うことができました。休憩場所の確保

なども含め、スキー場関係者に多大なご協力をいただいたこ

とに感謝申し上げます。

資格学習が始まりました

秘書検定講座数学検定講座

講演の様子



平成２９年６月１日から
白馬山麓清掃センターへごみを
直接持ち込む方法が変わります
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白馬山麓清掃センターにごみを直接持ち込まれている皆さまへ

　白馬山麓清掃センターでは、平成30年８月から新しいごみ処理施設が稼働することを見据え、

平成29年６月から可燃ごみと不燃ごみを「白馬山麓清掃センター指定ごみ袋」に入れて持ち

込んでいただく方法に変更します。皆さまのご理解とご協力をお願いします。　　

販 売 場 所： 白馬山麓清掃センターにて　午前９時から午後４時まで

　　　　　　　（他での販売はありません。）

販 売 開 始： 平成29年 ４月３日から

　　 可燃ごみ袋： １ロール　45 ・10枚入り　８００円（税込）

　　 不燃ごみ袋： １ロール　45 ・10枚入り　８００円（税込）

指 定 ご み 袋 に つ い て

①　可 燃 ご み

②　不 燃 ご み

③　ダンボール

④　ペットボトル

⑤　無 色 び ん

⑥　茶 色 び ん

⑦　白 色 ト レ イ

⑧　廃 乾 電 池

⑨　廃 蛍 光 管

・センターでは、指定のごみ袋に入っていないごみや小谷村の指定ごみ袋では受け

入れできません。お持ち帰りいただき、清掃センター指定ごみ袋に入れ直して持ち

込んでください。

・搬入計量前に、指定ごみ袋に入っているかどうかの確認を行います。確認作業は場内でも実

施します。

白馬山麓清掃センター持ち込みの注意事項

　　　　　　　　ご不明な点はお問い合わせください。

白馬山麓環境施設組合 白馬山麓清掃センター　TEL：0261（72）3312

役場住民福祉課住民係　　　　　　　　　　　 TEL：0261（82）2581

白馬山麓清掃センター指定ごみ袋で搬入

無料（指定袋不要）

無料（指定袋不要）

※ 各地区のごみステーション回収は変更ありません。

持　ち　込　め　る　物

資源物（リサイクル物）は、村の分別方法に従って、洗う、

不要物を取る等して分別し、ごみの減量化をお願いします。

平成２９年６月１日から
白馬山麓清掃センターへごみを
直接持ち込む方法が変わります
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平成28年度 臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します平成28年度 臨時福祉給付金（経済対策分）を支給します
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